
～プログラム～

・話題提供
①令和6年度診療報酬改定
「身体的拘束最小化の取組」のポイントと研究的観点から
講師：鈴木みずえ氏（浜松医科大学 教授）

②身体的拘束最小化の具体的な取り組みの紹介
講師：小林みゆき氏（南奈良総合医療センター 老人看護専門看護師）

③身体的拘束を経験した高齢者・家族の声から私たちの支援を考える
講師：平岩千代子氏

（最期まで身も心も縛られない暮らし・住まい研究会 社会福祉士）

・パネルディスカッション

・グループワーク

日 時 ： 令和7年2月22日（土） 13：00～16：30（受付開始12：30～）
会 場 ： CIVI研修センター新大阪東 E605
              （〒533-0033 大阪市東淀川区東中島1-19-4）

＊現地開催のみでWeb開催はありません．

対 象 ：看護職
＊身体的拘束最小化に取り組みたい，取り組んでいる，あるいは関心のある看護職の皆様

参加費 ： 会員2,000円 非会員3,500円
定 員 ： 70名（先着順）
申 込 ：日本老年看護学会公式サイトよりお願いします

【お問い合わせ先】
一般社団法人日本老年看護学会事務センター
HP： httpｓ://ｗｗｗ．rounenkango.com
TEL：03-5206-7431 e-mail：office@rounenkango.com

2024年度 一般社団法人日本老年看護学会 生涯学習支援委員会
実践研修 参加者募集

身体的拘束最小化、ここからはじめてみよう！

令和６年度の診療報酬改定で「身体的拘束を最小化する取組の強化」が掲げられました．
これから取り組みを始められる方も，すでに行っている取り組みを見直す方も，様々な立場の
方々との意見交換を通して，“今，われわれがすべきこと”を考える機会にしましょう！
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